
日時　：

開始　： PM　1：45より

場所　： 三田駐健保会館　４F　中会議室

議事進行：西村副部長

都・県

部長 飛留間　和紀 ○ 宮川　和利 × 宝　智彦 ○ 梅山　智広 × 早川　誠 ○

幹事 高梨　哲也 × 田中　基之 ○ 清水　剛 ○ ※村田　豊 ○ 萩原　武史 ○

都・県

部長 川村　良幸 ○ 國松　慶誇 講 栗原　幸広 遅 羽賀　満 講 井野　公輔 ○

幹事 尾上　豪孝 ○ 森谷　尚次 ○ 加藤　史之 ○ 吉倉　進吾 ○ 西村　寿和 ○

オブザーバー

大江　一郎 ○

　議事録配信

5.議題

　ⅰ　第36回全国建築板金業協議大会について

・正式スタッフ　東京　畑仲、千葉　飛留間、埼玉　栗原

　自主スタッフ　前半二日間　新潟　古市、後半二日間　神奈川　萩原

・当日、栗原さんと萩原さんが付添に登録されていたので、その分は返金される

・参加人数

ZIC NIAC

千葉 2 0

山梨 0 0

長野 3 0

茨城 1 0

神奈川 1 0

栃木 1 0

東京 3 2

埼玉 2 0

新潟 2 0

群馬 0 1

合計

合計合計

合計 15

1515

15 3

33

3

・石本理事長より、各都県板最低一人は選手を出してほしいという話があった

　→参加者0名のところはこれからでも話があるかもしれない

・競技大会は見学できるのか？

　→壇上より見学ができる

群　馬

①全板連関連事項

①全板連関連事項①全板連関連事項

①全板連関連事項

4.議事録作成人 清水幹事

村田部長

東　京

西村副部長

西村副部長

埼　玉

村田部長

新　潟

平成25年度　関東甲信越板金工業組合協議会青年部

第7回　部長会・幹事会　議事書

3.部長挨拶

1.　開会の辞

2.　出席者確認

神奈川

栃　木

千　葉 山　梨 長　野 茨　城

東　京

平成26年1月12日　（日曜日）



　ⅱ　全国ブロック長会議、部長会議、総会について

日程：6月14日（土）～6月15日（日）

場所：チサンホテル浜松町

・詳細についてはまだ何も決まっていない

・当日、村田と高梨が会議に出られないため、誰かに代理をお願いする

　ⅲ　其の他

・石本理事長より、青年部組織の体制を部長すべてが全国に出てその中からブロ長を決めてほしい

　

　　

　という提案があった

　→関東甲信越としては、それは受け入れられない

　→関東甲信越は部長の負担を減らすために幹事会があり、組織がしっかりしている

　　→今後そういう話がでてくるかもしれないが、この体制で活動している事を説明してほしい

・27年度の次世代研修会は関東甲信越ブロックが担当する

　→埼玉と茨城で開催したい意向がある

　→開催場所は交通の面も考慮しなくてはならない

　→ホテルは200～250名のキャパが必要

　　→北海道のときは300名を予定しており、大きいホテルを使用したため会場費が高くなった

②第31回通常総会について

②第31回通常総会について②第31回通常総会について

②第31回通常総会について

日時　平成26年4月12日土曜日　15時受付開始　15時30分開会

・役員の改選がない年は総会が早く終わる

　→早く終わった場合、ディスカッションなど、何か話し合いをした方が充実していいかもしれない

・関東の親会総会は5月27日火曜日 群馬県伊香保

・現在、全国大会の前にすべての総会を終わらせる流れになっている

　→青年部の全国部長会議も今後6月から一気に早まるかもしれない

・議長、書記はその年の研修会、会員大会の県が担当するが、本年度両方ない

　→議長は再来年研修会担当 群馬

　→書記は再来年会員大会担当の神奈川

　→来年もそれぞれの県が議長と書記を務める

・監査会　3月9日日曜日

　→監査会の日に周年の実行委員会も開催する

③新年会・選手激励会について

③新年会・選手激励会について③新年会・選手激励会について

③新年会・選手激励会について

・参加者

千葉2名　山梨1名　長野7名　茨城3名　神奈川2名　栃木3名　東京5名　埼玉3名　新潟3名　群馬3名

・各都県板それぞれ挨拶と選手の意気込みを発表してもらう

④其の他

④其の他④其の他

④其の他

・埼玉の研修会の報告書は2月の競技大会の際に提出する

・新潟県板「冬季経営者セミナー」について

　第1回　3月2日日曜日　三井講師

　第2回　3月23日日曜日　菅谷講師

　第3回は新潟県板のみ

　→両セミナーとも板金屋向けにアレンジしてもらっている

　→キャパは100名までだが、現在人数把握はできていない。先着順で締め切る（2/22締め切り）

　→案内を改めて部長、幹事宛にメールする

・競技大会の講師について、今後ZIC2名　NIAC1名の体制で行く

　→講師は負担が大きくこれからもずっと同じ人というわけにはいかない

　　→数年で講師も変わっていく流れにしたい

　　　→各都県板、次の講師の選出を考えていってほしい

　→古市さんには今後も引き続きサポートをお願いしたい

　→関東の親会で講師の話も出たが、この件は青年部のみですすめる

　→各都県板、講師のリストアップを夏くらいまでに行うこと

・これまでの青年部事業が親会事業となったこともあり、関東甲信越では青年部部長を親会理事に

　してもらうことが理事会で承認された

　→総会を通して正式に認められる



第2回競技大会講習会について

・材料が結構余ってしまった。事前の把握が必要

・飲みすぎ注意

・本番と同じ会場、スケジュールということでいろいろ経験ができて良かった

・初参加も多くいい経験になった

・泊まりだと時間的余裕があり良かった

・展開図を描く環境（少し暗い）がわかって良かった

・カンテキを各県で買っておくといいかもしれない（秋田県板）

・焼きまんじゅうは良かった

・帰りの渋滞がひどかった

　→渋滞を避けて日、月曜日開催というのも視野に入れていいかもしれない

・ハンダのコテ先の作り方を教えた方がいい

　→個別に聞く程度

・今年も昨年同様すすめたい

・幹事会も開催できたかもしれない

　→その分、幹事会を一回減らすこともできる

・終わりの時間をきちんと決めておいた方がいい

今後の部長会・幹事会

部長会・幹事会が年に7～8回ありそのうちの5回位は東京で行われているが、関東甲信越ブロック

青年部の30周年事業の協賛などをメーカー、問屋さんから頂くにあたり30分～1時間程度の

勉強会や商品紹介などを取り入れていきたいと思いますし、それだけではなく様々な情報を

各部員の皆さんに伝えメリットある青年部にする為の一つの方法であると考えています。

次回　幹事会　　（改選がないので幹事会のみ）

平成26年4月12日（土）　13時より　（総会の前）

会場　東京板金会館6F


